
10平成21年8月1日号

７
月
18
日
・
19
日
の
両
日
に
行
わ
れ
た
本
庄
祇
園
ま
つ
り

と
、
７
月
19
日
に
行
わ
れ
た
こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
。
２
つ
の

歴
史
と
伝
統
あ
る
行
事
が
、
活
気
と
興
奮
を
呼
び
ま
し
た
。

榎峠林道 ［あじさいの小
こ

路
みち

］
あじさい祭り （７／12）

「高窓の里」彩の国景観賞受賞
記念碑除幕式

　観光農業センターで行われたあじさい
祭りの開催式では、東小平地区の集落「高
窓の里」が、彩の国景観賞２００８を受
賞したことを記念した記念碑の除幕式も
行われました。
　また、高窓がある
家屋に住んでいる地
域の人たちにも、感
謝状が手渡されまし
た。
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暑い夏 熱い祭りで 盛り上がり
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コチドリ〈全長約16cm〉

野鳥の詩�
�

●　鳴き声　「ピッツ、ピヨッ」
●　撮影地　坂東大橋の下流
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倉林 ハル さん（児玉町金屋）
（明治42年６月17日生）

みんなで植えた菊の苗
秋のフラワーパークは、 花いっぱい!!

　７月５日、ふるさとフラワー
パークで菊の植栽ボランティ
アが行われました。当日は、
ボランティアの人たちが、用
意された菊の苗を花壇や築山
へ丁寧に植え込みました。
　見ごろを迎える秋になると、色とりどりの菊の花を咲
かせてくれるのが、今からとても楽しみです。

　

７
月
17
日
、
髙
橋
福
八
様
か
ら

教
育
振
興
基
金
と
し
て
金
20
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

元小山川の清流を戻すために

　６月27日、市役所で元小山川浄化活動イベ
ントが行われました。家庭でできる浄化活動
の講習や講演の後、市役所南側の写塔橋で、
本泉地区で作られた木炭を使い、木炭が水中
の汚れを吸い取る性質を
利用した水質浄化実験の
実演を行いました。

▲木炭

▲水質浄化
　実験中

非
核
と
平
和
を
願
う
心
、い
つ
ま
で
も
！

〜
８
月
６
日
は
広
島
、
９
日
は
長
崎
の
平
和
記
念
日
〜

　

市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
22
日

に
『
非
核
平
和
都
市
宣
言
』
を
行

い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い

ま
す
。

　

被
爆
の
実
相
や
平
和
の
尊
さ
を

さ
ら
に
広
く
伝
え
る
た
め
、
７
月

10
日
か
ら
17
日
ま
で
、
市
役
所
市

民
ホ
ー
ル
で
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

を
行
い
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
吉
田
市
長
が

訪
問
し
、
お
祝
い
の
「
寿
状
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

木村 ます さん（小和瀬）
（明治42年７月３日生）

　雌雄ほぼ同色、夏鳥として東
南アジア方面から繁殖のために
飛来します。
　この写真は、水際にブライン
ドを張り、猛暑の中、汗を拭

ふ

き
拭き撮影したもので、かなりの
アップで撮れました。コチドリ
という名称から可

か

愛
わい

らしい感じ
ですが、結構獰

どう

猛
もう

、自分の縄張
りに入ってきた他の親の雛

ひな

は、敵とみなして突っついて
殺してしまうほどです。採食場でのバトルも熾

し

烈
れつ

で、ツ
スリカ類の昆虫を捕食します。
黄色いアイリングと切れ目のない胸の帯が識別のポイン
トとなります。

文・写真　町田好一郎


